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１ 地域連携事業

（ １ ）年金制度説明会の開催及び研修会等への講師派遣状況

2

年金制度の周知を図るため、年金制度説明会の開催や各種機関・団体、企業が主催する研修会
等に講師を派遣しました。



（２）市町村担当者との打合せ等

3

年金事業の円滑な運営・推進のためには市町村との連携が不可欠であることから、各年金事務所に
おいて、管轄市町村の担当職員との打合せや研修会を行うとともに、全市町村の新任担当職員を対
象とした事務研修会を開催しました。また、制度周知・啓発のため、市町村向け情報誌「かけはし」の提
供を初め、チラシの設置やポスターの掲示を依頼しました。



（３）関係機関・関係団体との連携状況

4

年金制度の周知・啓発事業を推進するため、関係機関、関係団体等と打合せ会などを開催しました。
また、チラシの設置やポスターの掲示を依頼しました。
主な取組は次のとおり。

①山形県社会保険協会と連絡協議会を開催し、研修会等への講師派遣や広報誌「社会保険やまがた」に記事を提
供するなど連携を図りました。

②山形県社会保険労務士会と業務連絡会議を開催し、年金相談窓口等の運営業務委託に関する調整、厚生年金
適用・調査事務にかかる打合せや研修を行いました。

③協会けんぽと連絡会議を開催し、年金委員・健康保険委員功労者表彰伝達式の開催や年金委員・健康保険委
員の委嘱拡大勧奨等の取組みについて連携を図りました。また、初めて合同による研修会を開催しました。

④商工会議所、金融機関、事業所等へ、「年金制度説明会」の開催及び「ねんきんネット」のポスター掲示について
依頼しました。



（４）地域型年金委員との連携状況

5

地域住民に対して、公的年金の現状や重要性を説明し、啓発及び年金に関する相談や助言を行っていた
だいている地域型年金委員に対し、四半期に１回程度連絡会を開催することとし、情報の共有や委員相互の
交流を図りました。また、年金事務所の枠を超えた合同研修会を１１月に開催しました。
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（６）報道機関との連携状況

（５）市町村担当者向け情報誌「かけはし」の活用

関係機関（団体）、地域型年金委員に配付しました。

（７）地域連携事業の取組結果

山形県政記者クラブを通し、報道機関へ「わたしと年金」エッセイ募集、「年金委員・健康保険委
員表彰伝達式」、「地域年金事業運営調整会議」、「第10回山形県年金ポスターコンクール」、「ね
んきん月間の取組」等の周知を行いました。特にNHK山形放送局には、「年金相談の予約制」及び
「出張相談の開催」（イオンモール天童）について、ラジオ放送により広報していただきました。



7

２ 年金セミナー事業

（１）教育機関別年金セミナーのアプローチ状況

次世代の主役となる若年層から、年金制度の仕組みや必要性について理解を深めていただき、将来的に納付

率向上や年金受給権の確保に結び付けるために年金セミナー事業を推進してきました。平成３０年度も、県教育

委員会（教育長）をはじめ県教育庁等を訪問し事業の趣旨説明を行い、県内の高等学校・大学等101校に対して

は年金セミナーの開催について文書で要請を行いました。地域年金推進員（教職員OBに委嘱、現在山形１名、

米沢１名）をはじめ、各年金事務所において、年金セミナーの実施に向けてアプローチを行いました。
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（２）教育機関別の年金セミナー実施状況

大学、専門学校、高等学校いずれも前年度の実績を上回ることができました。

特に、昨年７月の運営調整会議において、ご助言をいただいたことがきっかけとなり開催の運びとなりました。

山形税務署とのコラボ開催については大きな成果となりました。

地域年金推進員は、年金セミナーの講師（他事務所を支援）を務めるとともに、若手職員のプレゼン能力

の育成を図ってきました。



（４）年金セミナー事業の取組結果

9

（３）納付相談会の開催

年金セミナー実施に向けた勧奨を行っていますが、セミナーは

困難との申し出があった、東北芸術工科大学においては１１月２１

日に納付相談会を、山形大学工学部においては１１月３０日に外

国人留学生向け年金セミナー、１２月６日に納付相談会を開催し、

相談及びチラシを配布することができました。
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３ 地域相談事業

（１）年金事務所以外での出張年金相談の実施結果

年金事務所に出向くことが難しいお客様の利便性向上を図るため、出張年金相談を実施しています。

年金相談の周知・広報については、「日本年金機構からのお知らせ」に記事を掲載するとともに、市町

村広報誌においても記事掲載の協力を得て実施しています。



（２）ハローワークにおける離職者を対象とした説明会の開催結果

11

県内ハローワークにおいて、離職者に対する国民年金の手続きの周知を図り、国民年金保険料免

除制度についての説明や相談を実施しています。７月からはハローワーク村山でも開催できるようになり

ました。
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（３）その他の出張年金相談等の実施

山形行政監視行政相談センター主催の合同行政相談所に職員を派遣し、出張年金相談を行いました。

①行政監視行政相談センターの「合同行政相談所」における年金相談会の実施

１１月の「ねんきん月間」及び１１月３０日「年金の日」の取組として、県内で初めて商業施設を利用した年金相談

会を開催し、年金相談やチラシ配布を行いました。

広報については、天童市国民年金担当課及び天童商工会議所へポスター

掲示やチラシ配布を依頼しました。イオンモール天童ではイベント案内掲示や

館内放送をしていただいたほか、ＮＨＫではラジオによる広報をしていただきました。

②商業施設等における出張年金相談の実施

③イベント共催による年金相談の実施

１１月１３日、『福祉のしごとフェア２０１８』がビックウイングで開催され、

昨年度に引き続き職員を派遣し、６名の相談がありました。
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（４）地域相談事業の取組結果
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（１）年金委員への情報提供

４ 年金委員活動支援事業

（２）職域型年金委員研修会の実施
県内社会保険委員会及び各支部が主催する研修会に、講師として職員を派遣しました。また、

研修会、意見交換会等を通じて年金委員活動の支援を行ってきました。
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（４）年金委員委嘱者数の推移

職域型については、１０月に全国健康保険協会山形支部との連名で新規適用事業所に対して依頼文書を送付しまし

た。山形年金事務所は、１０月に山形市内の２０名以上の３３０事業所及び１１月に他地区１３７事業所に文書勧奨を行っ

たところ２４件の委嘱推薦がありました。米沢年金事務所は、米沢商工会議所会報９月号に掲載をしていただきました。ま

た、１月には、従業員３０名以上の１４４事業所に文書勧奨した結果、１名の申込みをいただきました。寒河江年金事務所

は、１１月と２月に１５名以上の１９６事業所に文書勧奨を行い、５件の委嘱推薦がありました。地域型については、退職す

る職域型年金委員へ、地域型への移行をご案内するとともに、 ８月に山形年金事務所では県内全市町村、山形県社会

保険労務士会、山形県年金協会連合会あて文書勧奨を行いましたが委嘱は１件のみとなっています。新庄年金事務所

では、３月に山形県最北地区年金協会支部長会において、地域型年金委員より年金委員制度について説明し、推薦を

要請しました。

（３）年金委員委嘱拡大の取り組み
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（５）年金委員の功労者表彰伝達式の実施

協会けんぽ山形支部、山形県社会保険委員会連合会、山形県社会保険協会との共催により、多

年にわたり年金事業の推進及び発展に貢献された年金委員の方々に表彰状が伝達されました。併

せて山形県社会保険委員会連合会役員研修会が開催されました。

【開 催 日】 平成３０年１１月２７日（火）

【開催場所】 山形グランドホテル

【受 賞 者】 厚生労働大臣表彰 １名

日本年金機構理事長表彰 ４名

日本年金機構理事表彰 １２名

※健康保険委員からは全国健康保険協会理事長表彰１名、

全国健康保険協会山形支部長表彰５名が受賞されました。

表彰伝達式における委員研修会の様子
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（６）年金委員活動支援事業の取組結果



５ 「ねんきん月間」「年金の日」の取組

18

５ 「ねんきん月間」「年金の日」の取組

日本年金機構は、厚生労働省と協力して１１月を「ねんきん月間」、 １１月３０日（いいみらい）を「年金の

日」と位置付け、県民の皆様に年金制度を理解していただけるよう、積極的に公的年金制度の周知や啓

発活動を行いました。
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６ 「わたしと年金」エッセイ

国民の皆様に年金制度に対する理解を深めていただくため、中学生

以上を対象に公的年金をテーマとしたエッセイの募集を行いました。

周知・広報については、教育機関、関係機関（団体）などにポスター

やリーフレットの設置のご協力をいただいたほか、年金セミナーの実施と

あわせて依頼しました。

【募集期間】 平成３０年６月１日～平成３０年９月１４日

【賞】 厚生労働大臣賞、日本年金機構理事長賞ほか

【応募状況】 応募総数１１５４件のうち、山形県の応募件数０件

「わたしと年金」エッセイポスター

７ 第１０回山形県年金ポスターコンクール
東北厚生局をはじめ、山形県社会保険協会等7団体に後援をいただ

き、県内の中学生を対象として、年金制度に親しんでいただくため、年金

をテーマとしたポスターを作成していただきました。

【募集期間】 平成３０年６月１日～平成３０年９月２１日

【賞】 最優秀賞１、優秀賞５、入選７

東北厚生局長賞１、山形県社会保険協会長賞１

【応募状況】 応募校１５校、総数６４件（昨年度４４件）

入賞者には、各年金事務所で中学校を訪問し表彰を行いました。

※１２月２６日山形県国民年金基金の広報が山形新聞に掲載されましたが、その際、

受賞作品を掲載していただきました。
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８ 山形県地域年金事業運営調整会議

第１３回会議（平成３１年１月２９日開催）にかかる主なご意見と対応状況
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９ ねんきんネットの利用促進

「ねんきんネット」は、年金記録の確認、将来の年金見込額の試算、電子版「ねんきん定期便」の閲覧、

各種通知書の確認や再交付申請などに対応しており、年々機能も充実しています。また、 ２４時間利用

可能となっています。

年金事務所では、「ねんきんネット」の利用促進を図るため、ポスター掲示やチラシの設置・配布を行い

多くの方々に利用していただけるようご案内しています。

利用するためには、「ねんきんネットＩＤ」が必要となりますが、アクセスキーがあれば、速やかに「ねんきん

ネットＩＤ」を取得することができます。

年金事務所では利用を希望されたお客様にはアクセスキーを即日発行し、手続きの利便性を高めてい

ます。
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